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透視度計をのぞいて水のにごりを調べる
参加者たち（可児川・市役所北） 川に入り生物を探す親子連れたち

　

七
月
十
九
日
、
市
内
の
河
川
の
水

質
を
調
べ
、
そ
こ
に
す
む
生
物
を
観

察
す
る
「
カ
ワ
ゲ
ラ
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

＆
可
児
市
一
斉
水
質
調
査
」
が
、
市

民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
・
め
だ
か

の 
楽
校 
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

が
っ
こ
う

　

当
日
は
約
百
六
十
人
の
親
子
連
れ

な
ど
が
参
加
。
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
可
児
川
の
水
質
調
査
と
カ

ワ
ゲ
ラ
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
め
だ
か
の
楽
校
に
よ

っ
て
、
久
々
利
川
、
矢
戸
川
な
ど
市

内
七
カ
所
も
調
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

水
質
調
査
で
は
、
水
温
や
透
視
度
、

Ｐ
Ｈ
（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
）
、

Ｃ
Ｏ

Ｄ
（
化
学
的
酸
素
要
求
量
）
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
。
結
果
は
上
表
の
通
り
で

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
前
日
に
雨
が
降
っ
た

せ
い
か
川
も
少
し
濁
っ
て
お
り
、
可

児
川
、
瀬
田
川
な
ど
で
は
、
透
視
度

が
一
メ
ー
ト
ル
を
下
回
り
ま
し
た
。

Ｐ
Ｈ
と
Ｃ
Ｏ
Ｄ
は
、
調
査
地
点
に
よ

っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
全
体
と
し

て
は
「
あ
ま
り
き
れ
い
と
は
い
え
な

い
」
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
「
カ
ワ
ゲ
ラ
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」
は
、

そ
こ
に
す
む
生
物
か
ら
川
の
状
態
を

調
べ
る
も
の
で
す
。
川
の
水
の
汚
れ

具
合
に
よ
っ
て
、
生
息
す
る
生
物
が

異
な
る
た
め
、
水
の
き
れ
い
さ
を
見

る
目
安
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
、
子
ど
も
、
親
と

も
に
川
に
入
っ
て
探
し
た
結
果
、
市

役
所
北
側
の
可
児
川
で
は
、
き
れ
い

な
水
に
い
る
カ
ゲ
ロ
ウ
の
仲
間
も
い

ま
し
た
が
、
全
体
的
に
は
少
し
汚
い

水
に
い
る
生
物
が
多
く
見
つ
か
り
ま

し
た
。

　

川
の
水
は
私
た
ち
の
生
活
に
と
て

も
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
川
を
知
り
、
美
し
い
河
川
を

次
の
世
代
に
残
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先　

環
境
課

木曽川 

瀬田川 
可児市役所 

中郷川 

久々利川 

可 児 川  

山 
座 
川  

中 
切 
川  

矢 
戸 
川  

横 
市 
川  

谷 
迫 
間 
川  姫 

川  

大 
森 
川  

● 水質調査地点　 ■ カワゲラウオッチング地点 

① 
② 
③ 

75 
7.5 
2 
 

① 
② 
③ 

100 
7.5 
7 ① 

② 
③ 

65 
6.5 
6

① 
② 
③ 

透視度（cm） 
ＰＨ 
ＣＯＤ 

① 
② 
③ 

49 
5.5 
5

① 
② 
③ 

100 
7 
4

① 
② 
③ 

100 
5 
6

① 
② 
③ 

67 
5 
8

① 
② 
③ 

100 
8 
2

①透視度　透視度計を使い、底の二重線がはっきり見える深さを調べます 

②ＰＨ（水素イオン濃度）　1～14の数値で水の酸性、中性、アルカリ性を示しま
す。７が中性で、これより小さいと酸性、大きいとアルカリ性です 

③ＣＯＤ（化学的酸素要求量）　水の汚れの原因となる物質（水中の有機物）が
酸化剤（過マンガン酸カリウム）で化学的に酸化するときに消費される酸素の
量を表します。数値が大きいほど有機物が多く、水が汚れていることを表します 

※３グループの平均値。 

※ 

川
に
親
し
み
な
が
ら
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五五五五五五五五五五
年年年年年年年年年年
をををををををををを
掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛
けけけけけけけけけけ
てててててててててて
実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施

五
年
を
掛
け
て
実
施

　

市
は
、
市
民
福
祉
の
向
上
や
生
活

の
豊
か
さ
と
ゆ
と
り
を
実
感
で
き
る

地
域
社
会
を
築
き
、
新
た
な
行
政
課

題
に
対
応
で
き
る
行
政
シ
ス
テ
ム
の

整
備
と
行
政
の
質
的
向
上
を
図
る
た

め
、「
第
三
次
行
政
改
革
大
綱
」
を
平

成
十
二
年
十
一
月
に
策
定
し
、
平
成

十
三
年
度
か
ら
平
成
十
七
年
度
ま
で

の
五
年
間
を
推
進
期
間
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

三
年
目
で
あ
る
平
成
十
五
年
度
末

で
、
全
体
の
八
十
六
・
三
パ
ー
セ
ン

ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

左
の
表
は
、
平
成
十
五
年
度
に
行

っ
た
行
政
改
革
の
中
で
、
主
な
取
り

組
み
を
示
し
た
も
の
で
す
。

 
市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民
のののののののののの
意意意意意意意意意意
見見見見見見見見見見
をををををををををを
聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞
きききききききききき
なななななななななな
がががががががががが
らららららららららら

市
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

　

ま
た
、
第
三
次
行
政
改
革
大
綱
で

は
、
行
政
改
革
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て
、
市
民
の
代
表
に
よ
る
行
政

改
革
懇
談
会
に
報
告
し
、
意
見
・
助

言
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

懇
談
会
で
は
市
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て
議
論
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
は
こ
れ
ら
の
意
見
に
つ
い
て
、

重
く
受
け
止
め
、
行
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
行
政
改
革
懇
談
会
で
の
主
な
意
見
】

○
市
か
ら
配
布
さ
れ
て
い
る
印
刷
物

　

の
と
じ
方
が
一
定
で
な
い
。
大
変

　

不
便
で
あ
る
た
め
、
と
じ
方
を
統

　

一
で
き
な
い
か

○
沿
道
花
飾
り
な
ど
に
つ
い
て
は
、

　

必
ず
し
も
業
者
委
託
ば
か
り
で
な

　

く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

　

ど
に
委
託
す
る
こ
と
も
検
討
し
た

　

ら
ど
う
か

○
地
方
分
権
に
対
応
し
た
総
合
的
な

　

仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、
各
課

　

が
横
の
連
携
を
行
う
な
ど
、
さ
ま

　

ざ
ま
な
分
野
の
視
点
か
ら
業
務
の

　

調
整
を
図
っ
て
い
く
方
法
を
、
仕

　

組
み
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
っ
て

　

ほ
し
い

○
Ｉ
Ｔ
化
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
の

　

分
権
時
代
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

　

若
い
人
た
ち
を
育
て
る
た
め
の
働

　

き
掛
け
を
し
て
い
っ
た
ら
ど
う
か

○
経
費
節
減
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、

　

歳
出
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
と

　

い
う
よ
う
な
「
努
力
し
て
予
算
を

　

余
ら
せ
る
こ
と
の
評
価
」
を
考
え

　

た
ら
ど
う
か

 
時時時時時時時時時時
代代代代代代代代代代
にににににににににに
即即即即即即即即即即
しししししししししし
たたたたたたたたたた
改改改改改改改改改改
革革革革革革革革革革
をををををををををを
推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進

時
代
に
即
し
た
改
革
を
推
進

　

市
は
、
時
代
の
流
れ
や
環
境
変
化

の
中
で
、
市
民
が
何
を
考
え
、
何
を

求
め
て
い
る
の
か
を
的
確
に
把
握
し
、

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

行
政
の
在
り
方
が
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
よ
り
一
層
、

市
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
た
新
し

い
時
代
に
対
応
し
、
柔
軟
で
活
力
あ

る
行
財
政
運
営
の
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
、
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
問
合
先　

総
合
政
策
課

行政改革を実施 
市は、第三次行政改革大綱により、行政改革に努めてきました。 
平成１５年度の成果を紹介します。 

※ PFI とは
　公共施設の建設、維持管理、運営などに民間の資金、経営能力および技術的能
　力を活用しようとするもので、これにより、効率的かつ効果的な公共サービス
　の提供を目指す。

平成１５年度の主な取り組み

成              果      内       容   

ISO１４００１の運用について、内部環境監査を実施し
た後、外部機関による更新審査を実施しました。
審査結果により環境マネジメントシステムの登録
更新が決定しました

環境マネジメント
システムの運用

各種補助金制度のうち１件を廃止し、２６件の予算
額を削減しました。これにより、７，５２６，０００円減ら
しました

各種補助金の見直し

行政評価制度を全庁でスタートしました。これは、
行政内容を点検し、次の改善につなげるシステム
です。これにより、より一層の効率的・効果的な行
政を進めていくことができます

行政評価制度の導入

平日の本館について、開館時間を１時間延長しま
した

図書館の開館時間延
長の検討

「可児市市民参画と協働のまちづくり条例」を制
定しました

「まちづくり条例」の
制定検討

ま ち づ く り 活 動 助 成 金 を、１８事 業 に 対 し て
１，９９４，０００円を交付しました

市民の自主的なまち
づくり活動への支援

給食センター建設事業について、PFI 方式を導入
し、アドバイザーとなる事業者の選定を行いまし
た。また、可児市運動公園の整備方法について、
PFI 方式も含め、検討することにしました

PFI※方式の調査検討

これまで各地区で行われていた敬老会を改め、文
化創造センターで満７５才を対象に「いきいき長寿
のつどい」を開催しました。対象者９４２人中、５６７人
が参加し好評を得ました

敬老会事業の見直し
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岐阜県 

愛知県 
静岡県 静岡県 

●可児市 

三重県 

東海地震と東南海地震の想定震源域 

東海地震 
想定震源域 

東南海地震 
想定震源域 

東海地震 
想定震源域 

東南海地震 
想定震源域 

 
自自自自自自自自自自
分分分分分分分分分分
はははははははははは
自自自自自自自自自自
分分分分分分分分分分
でででででででででで
守守守守守守守守守守
ろろろろろろろろろろ
うううううううううう

自
分
は
自
分
で
守
ろ
う

　

大
地
震
が
発
生
し
た
と
き
は
、
救

急
車
や
消
防
車
が
す
ぐ
に
駆
け
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

ま
ず
は
、
自
分
・
家
族
・
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
は
、
九
月
の
第
一
日
曜
日
を

「
可
児
市
防
災
の
日
」
と
し
て
、
大

地
震
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
今
年

も
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
の
朝
、
七
時
三
十
分
に
「
東

海
地
震
警
戒
宣
言
発
令
」、
八
時
に

「
東
海
地
震
発
生
」
と
い
う
想
定
で
、

そ
れ
ぞ
れ
防
災
無
線
が
吹
鳴
し
ま
す
。

（
東
海
地
震
は
唯
一
予
知
が
可
能
と

い
わ
れ
る
地
震
で
す
）

　

各
地
区
で
は
、
自
治
会
、
自
主
防

災
組
織
、
消
防
団
、
自
衛
消
防
隊
を

中
心
に
、
独
自
で
訓
練
を
企
画
・
開

催
し
ま
す
。

　

ま
た
市
役
所
で
は
、
消
防
署
な
ど

関
係
団
体
の
協
力
に
よ
り
、
次
の
よ

う
に
訓
練
を
開
催
し
ま
す
。
見
学
に

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

市
役
所
災
害
対
策
本
部
で
の
訓
練

○
は
し
ご
車
、
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
高

　

所
救
助
訓
練

○
ビ
ル
火
災
の
消
火
・
救
出
訓
練

○
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
助
犬
を
使
っ

　

た
救
出
訓
練

○
医
師
会
の
協
力
に
よ
る
応
急
救
護

　

所
開
設
、
負
傷
者
の
応
急
処
置
訓

　

練
○
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
よ
る
災
害
用
伝
言
ダ
イ

　

ヤ
ル
の
使
用
体
験

○
各
協
力
団
体
の
出
動
訓
練
な
ど

※
市
役
所
駐
車
場
は
訓
練
の
た
め
使

　

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
自
家
用
車

　

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

 
自自自自自自自自自自
主主主主主主主主主主
防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災
組組組組組組組組組組
織織織織織織織織織織
でででででででででで
助助助助助助助助助助
けけけけけけけけけけ
合合合合合合合合合合
いいいいいいいいいい

自
主
防
災
組
織
で
助
け
合
い

　

可
児
市
に
は
、
現
在
三
十
八
の
自

主
防
災
組
織
が
立
ち
上
が
り
、
地
域

ぐ
る
み
で
災
害
時
の
対
応
、
防
災
対

策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

大
地
震
は
、
地
域
の
人
々
の
協
力

が
な
け
れ
ば
乗
り
切
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
地
域
の
協
力
体
制
が
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
地
域
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
自
主
防
災
組
織
を
中
心
に
お
互

い
に
助
け
合
え
る
関
係
を
作
り
ま
し

ょ
う
。

●
問
合
先　

総
務
課

東
海
地
震
・
東
南
海
地
震
が
い
つ
起
き
て
も
不
思
議
で
な
い
と
い
わ
れ
て
久
し
く
な
り
ま
す
。

東
海
地
震
・
東
南
海
地
震
が
い
つ
起
き
て
も
不
思
議
で
な
い
と
い
わ
れ
て
久
し
く
な
り
ま
す
。

各
地
域
で
も
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
震
に
備
え
た
防
災
対
策
を
計
画
し
、
実
行
に
移
し

各
地
域
で
も
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
震
に
備
え
た
防
災
対
策
を
計
画
し
、
実
行
に
移
し

始
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
守
る
と
い
っ
た
意
識
で
、
今
一
度
地
震
に

始
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
守
る
と
い
っ
た
意
識
で
、
今
一
度
地
震
に

備
え
た
対
策
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

備
え
た
対
策
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

初期消火訓練を実施する参加者（春里公民館）

 �木造住宅耐震診断助成事業 　

　耐震診断にかかる費用の３分の２

（最高２万円）を補助します。受付予定

件数は３０棟です。

　耐震診断を実施したい人は、事前に

問い合わせてください。

 �木造住宅耐震補強工事費補助事業 

　耐震補強工事にかかる費用の２分

の１（最高６０万円）を補助します。受

付予定件数は５棟です。

　�の耐震診断結果が建物評点２以

下の人は、耐震補強工事実施前に、問

い合わせてください。

●申込・問合先　建築指導課

 住宅も耐震対策を

●
期
日

●
期
日

９
月
５
日
（
日
）

　

９
月
５
日
（
日
）　

●
時
間

●
時
間

午
前
８
時
〜

　

午
前
８
時
〜　

●
場
所

●
場
所

市
内
各
所

　

市
内
各
所

防
災
訓
練
を
実
施

東海地震と東南海地震の想定震源域

可児市における想定地震別被害予測
重軽傷者死者数家屋の全壊震度想定地震

１５４～２５１人０～１人７～２０棟５強東海地震

１９９～４０９人１～２人１１～３２棟５強一部で６弱東南海地震

２１５～４６０人１～３人１３～３８棟５強一部で６弱複合型地震

※複合型とは、東海と東南海地震が連動して発生した場合のこと。
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●市役所　〒５ ０ ９ - ０ ２ ９ ２　広見一丁目１番地 
��１１１１

�
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー �
�
�
�
 

介
護
予
防
推
進
の
つ
ど
い

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

「
頭
と
身
体
、
す
こ
や
か
寿
命
は
予

防
か
ら
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
介
護

予
防
推
進
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
金
）

１０

●
時
間　

○
午
前
の
部
＝　

時
〜

１１

　

○
午
後
の
部
＝
１
時　

分
〜

３０

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
内
容　

だ
れ
で
も
で
き
る
ラ
ジ
オ

体
操
で
転
倒
を
予
防
し
よ
う

●
講
師　

多
胡
肇
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
体
操
指
導
者
）

※
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動

の
紹
介
、
福
祉
な
ん
で
も
相
談
も

開
催
し
ま
す
。

●
問
合
先　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
（
○
可
児
市
社
協��
２
５
２

５　

○
春
里
苑��
１
１
２
２

○
サ
ン
ビ
ュ
ー
可
児��
２
２
７

７　

○
花
ト
ピ
ア��
０
１
６
１
）

可
児
市
少
年
少
女
合
唱
団 �
�
�
�
 

定
期
演
奏
会
を
開
催

可
児
市
少
年
少
女
合
唱
団
は
、

「
第　

回
定
期
演
奏
会
」
を
開
催
し

１５

ま
す
。

●
期
日　

９
月
５
日
（
日
）

●
時
間　

午
後
２
時　

分
〜
（
午
後

３０

２
時
開
場
）

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
内
容　

○
合
唱
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
こ

び
と
の
く
つ
や
さ
ん
」　

○
合
唱

＝
み
な
さ
ん
ア
ニ
メ
を
ご
い
っ
し

ょ
に
、
日
本
の
四
季
の
歌
メ
ド
レ

ー
ほ
か

●
入
場
料　

○
一
般
＝
５
０
０
円

　

○
高
校
生
以
下
（
席
を
利
用
す
る

幼
児
も
含
む
）
＝
３
０
０
円

●
前
売
入
場
券　

文
化
創
造
セ
ン
タ

ー
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（��

３
０
５
０
）
で
販
売

●
問
合
先　

同
団
団
長
の
平
井
さ
ん

　
　
　
　
　
  ��
８
８
３
８

�
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー �
�
�
�
 

転
倒
予
防
教
室
を
開
催

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

「
す
こ
や
か
な
生
活
は
転
倒
予
防
か

ら
〜
備
え
あ
れ
ば
転
倒
な
し
〜
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
、
転
倒
予
防
教
室
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
場
所
と
期
日　

○
久
々
利
公
民
館

＝
９
月　

日
（
金
）
、　

月　

１７

１０

１５

日
（
金
）
の
２
回　

○
可
児
川
苑

（
坂
戸
）
＝
９
月　

日
（
木
）、

３０

　

月　

日
（
木
）
の
２
回

１０

２８

●
時
間　

い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
３０

〜
３
時

●
定
員　

各　

人
（
要
申
し
込
み
）

３０

●
対
象
者　

市
内
に
住
む
お
お
む
ね

　

歳
以
上
で
、
で
き
る
だ
け
２
回

６５と
も
参
加
で
き
る
人

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
・
問
合
先　

在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
（
花
ト
ピ
ア��
０
１

６
１　

春
里
苑��
１
１
２
２
）

�

�

�

�

��������������

��������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

母子家庭自立支援教育訓練助成事業

母母母母母母母母母母母母母母母母母母母母子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭ののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお母母母母母母母母母母母母母母母母母母母母ささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんをををををををををををををををををををを応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援ししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすす母子家庭のお母さんを応援します
市は、母子家庭のお母さんが、自分にあった仕事に就
くために、必要な資格や技能を身に付けるために受け
た教育訓練講座の費用の一部を助成します。
●対象者　市内在住の母子家庭の母で、次の要件をす
べて満たす人
・児童扶養手当の支給を受けているか、または同様
の所得水準にあること

・受講開始日現在で、雇用保険法による教育訓練給
付の受給資格を有していないこと

・支給を受けようとする人の就業経験、技能、資格の
取得状況や労働市場の状況などから判断して、教
育訓練を受けることが、適職に就くために必要で
あると認められること

●助成の対象となる講座　雇用保険制度の教育訓練給
付の指定教育訓練講座、（財）２１世紀職業財団の再就
職希望登録者支援事業の指定教育訓練講座などの指
定された講座など
●助成の支給額　対象となる教育訓練の受講のために
支払った費用（受講料など）の４０％に相当する額。た
だし、上限は２０万円。また、支払った費用が８，０００円
未満の場合は、支給しません（１円未満切り捨て）
●手続きの方法　助成を受けるためには、受講開始月
の前月１０日までに申請が必要です。受講を希望する
人は、申請前にこども課母
子自立支援員に相談して
ください。
※この事業の開始に伴い、
　「一日親と子のつどい」
事業は廃止しました。

●問合先　こども課

多胡肇さん

福祉手当

現況届の手続きを
　市は、特別児童扶養手当、特別障害者手当等を受給し
ている人を対象に、現況届の受け付けを行っています。
届け出が遅れると、手当てを受給できなくなる場合が
ありますので、受付期間中に手続きを行ってください。
●受付期間　９月１０日（金）まで（土・日・祝日を除く）
●受付時間　午前８時３０分～午後５時
●届出内容　障害者（児）の現在の状況、公的年金の
　受給状況など
※詳しくは、市から送付した通知書でご確認ください。
●受付場所・問合先　福祉課
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可
児
市
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー　
 �
�
 

人
権
啓
発
の
標
語
を
募
集

可
児
市
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
は
、

人
権
啓
発
に
ち
な
ん
だ
標
語
を
募
集

し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
テ
ー
マ　

私
た
ち
の
人
権

●
募
集
期
間　

９
月
１
日
（
水
）
〜

　

日
（
木
）

３０
●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
人

●
応
募
方
法　

は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
標
語
、
小
・
中
・

高
校
生
は
そ
の
区
別
を
記
入
の
上
、

可
児
市
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
（
〒

５
０
９
‐
０
２
０
３
下
恵
土
５
１

６
６
‐
１
）
に
送
る

●
作
品
発
表　

機
関
紙
「
ぬ
く
も
り
」

に
掲
載
。　

月
４
日
〜　

日
の
人

１２

１０

権
週
間
に
市
役
所
１
階
で
展
示

●
問
合
先　

同
セ
ン
タ
ー

��
７
９
９
０

プ
リ
パ
パ
マ
マ
セ
ミ
ナ
ー　
 �
�
�
 

夫
婦
で
参
加
を

市
は
、
も
う
す
ぐ
お
父
さ
ん
と
お

母
さ
ん
に
な
る
夫
婦
を
対
象
と
し
た

講
演
会
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　

９
月
５
日
（
日
）

●
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時
（
受
け

付
け
は
午
後
零
時　

分
か
ら
）

３０

●
場
所　

総
合
会
館
（
市
役
所
向
か

い
）

●
内
容　

○
第
１
部
＝
講
演
会
「
子

育
て
に
お
け
る
両
親
の
役
割
」　

○
第
２
部
＝
実
技
（
マ
タ
ニ
テ
ィ

ー
ビ
ク
ス
体
験
）

●
講
師　

○
第
１
部
＝
岡
崎
勝
さ
ん

（
公
立
小
学
校
教
諭
）　

○
第
２

部
＝
稲
垣
寿
美
恵
さ
ん
（
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
）

●
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス

タ
オ
ル
、
運
動
の
で
き
る
服
装
、

飲
み
物
な
ど

●
定
員　
　

組
（
先
着
順
）

２０

●
参
加
費　

無
料

※
第
１
部
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

第
１
部
は
出
産
後
の
夫
婦
も
参
加

可
。
第
２
部
を
希
望
す
る
人
は
、

お
お
む
ね
妊
娠　

週
以
上
で
、
医

２０

師
の
許
可
を
得
て
い
る
人
に
限
り

ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　

健
康
増
進
課

岐
阜
県
労
働
者
福
祉
協
議
会　
 �
�
 

勤
労
者
の
作
品
を
募
集

岐
阜
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
は
、

第　

回
岐
阜
県
働
く
者
の
県
展
「
可

３８
児
展
」
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

●
出
品
資
格　

県
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
す
る
勤
労
者
（
自
営
、
主
婦
、

農
業
従
事
者
な
ど
は
除
く
）

●
出
品
料　

無
料

●
出
品
作
品　

日
本
画
、
洋
画
、
書
、

写
真
（
規
格
あ
り
）
の
い
ず
れ
も

未
発
表
の
も
の

●
出
品
数　

１
人
１
種
目
２
点
以
内

（
写
真
は
１
人
１
点
）

●
出
品
方
法　

作
品
の
裏
面
に
所
定

の
出
品
票
を
張
り
、８
月　

日（
木
）

２６

　

・　

日
（
金
）
の
午
前
９
時
か
ら

２７
午
後
４
時
の
間
に
、県
内
の
農
林

商
工
事
務
所
に
提
出
す
る

 
作
品
展
示                                 

▽
期
日　

９
月　

日
（
金
）、　

日

１７

１８

（
土
）、　

日
（
日
）

１９

▽
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

（　

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

１９

▽
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
問
合
先　

同
協
議
会

�
０
５
８
（
２
４
８
）
６
０
２
９

か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会　
 �
 

出
店
者
を
募
集

か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会
は
、

出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
日
）
雨
天
中

２６

止
●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
２
時

１０

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
・
緑
の

丘
（
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
南
）

●
出
店
料　

１
ブ
ー
ス（
３
m 
×
３

m
）
＝
１
０
０
０
円

●
出
店
物　

家
庭
内
の
不
用
品
に
限

る
●
募
集
数　
　

ブ
ー
ス
（
抽
選
）

６０

●
対
象
者　

可
児
・
加
茂
地
域
（
さ

さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
管
内
）

の
市
町
村
に
在
住
の
人

●
申
込
方
法　

住
所
、
郵
便
番
号
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
は

が
き
（
〒
５
０
９
‐
０
２
０
５
徳

野
南
１
‐　

）
か
フ
ァ
ク
ス
（�

３３

　�
４
０
１
４
）
で
か
に
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
会
あ
て
に
送
る

●
申
込
締
切　

９
月　

日
（
金
）
必

１０

着
●
問
合
先　

同
会
の
藤
田
さ
ん

��
４
０
１
４

 第２３回市美術展  
                作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品をををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集作品を募集
市は、豊かな人間性を育て、芸術・文化の薫り高いま
ちづくりを進めるため、美術作品を募集します。
●応募資格　一般（１５歳以上）
●出品料　１点５００円
●応募方法　文化創造センター（下恵土）、まちづくり推進
課、各連絡所に備え付けの出品申込票を記入し、作品に
添えて指定日時に文化創造センターへ持参する
●受付期日　１０月２２日（金）、２３日（土）
●受付時間　○２２日＝午前１０時～午後７時　○２３日＝午
前１０時～午後５時
※審査結果は、応募者全員に通知。作品講評会と表彰式
は、１１月１４日（日）に行います。

〈入賞以上の作品展示〉
　期間　１１月１０日（水）～１４日（日）
　時間　午前１０時～午後７時（最終日は午後３時まで）
　場所　文化創造センター
●問合先　同センター　��３３１１

出品点数作品規格部　門

１点
２０号以上１００号以内で額装する
版画は６号以上で額装する
※アクリル可。ガラス不可。一部額装なしも可。

洋　画

２点まで
日本画２０号以上１００号以内で額装する
水墨画半切（３５×１３６cm）以上で額装または軸装にする
※アクリル可。ガラス不可。

日本画

１点

半切（３５×１３６cm）以上で額装または軸装にする
※てん刻はこのサイズ以内でも可。仮軸装は不可。
仕上がり寸法は縦型が２尺（６０．６cm）×８尺（２４２．４cm）以
内、横型が幅６尺（１８１．８cm）以内とする

書　道

２点まで立体作品は床面積が１㎡まで、平面作品は５０号以内とする彫塑・工芸

１点
四つ切り以上全紙以内で、額装またはパネル張りにする
単写真に限る
※額装の場合、ガラス、アクリルとも可。

写　真

２点まで
Ｂ２以上Ｂ１以内で、パネル張りにする　縦横自由
※特定の企業名は入れないこと。

  デザイン・ 
イラスト

※出品点数は１人当たり。作品は自作・未発表のものに限る。

▽
▽

▽
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市
営
住
宅  �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

入
居
者
を
募
集

市
は
、
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

●
募
集
住
宅

●
入
居
資
格　

○
市
内
在
住
ま
た
は

在
勤
の
人　

○
同
居
す
る
親
族
が

あ
る
人　

○
収
入
が
政
令
で
定
め

る
基
準
に
該
当
す
る
人

●
申
込
期
間　

９
月
６
日
（
月
）
〜

　

日
（
金
）（
土
・
日
を
除
く
）

１７
●
入
居
予
定
日　
　

月
１
日
（
月
）

１１

●
申
込
・
問
合
先　

建
築
指
導
課

市
民
大
学
講
座 �
�
�
�
�
�
�
�
 

受
講
生
を
募
集

市
は
、
食
べ
物
を
テ
ー
マ
に
市
民

大
学
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
食
生
活

を
見
直
す
ヒ
ン
ト
や
考
え
方
を
分
か

り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

●
期
日
と
内
容
（
全
３
回
）

●
時
間　

各
回
と
も
午
後
６
時　

分
３０

〜
８
時　

分
３０

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
講
師　

来
住
準
一
さ
ん
（
愛
知
学

院
大
学
講
師
）

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

３０

●
受
講
料　

５
０
０
円

●
申
込
開
始
日　

９
月
１
日
（
水
）

●
申
込
・
問
合
先　

生
涯
学
習
課
公

民
館
係　
          ��
２
０
０
５

手
づ
く
り
絵
本
大
賞 �
�
�
�
�
�
 

子
ど
も
審
査
員
に
な
ろ
う

手
づ
く
り
絵
本
大
賞
実
行
委
員
会

は
、
第
７
回
花
の
ま
ち
可
児
・
手
づ

く
り
絵
本
大
賞
の
子
ど
も
審
査
員
を

募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者　

手
づ
く
り
絵
本
大
賞
に

作
品
応
募
予
定
の
な
い
、
市
内
在

住
の
小
学
５
・
６
年
生

●
募
集
人
数　

若
干
名

●
申
込
締
切　

９
月
８
日
（
水
）

 
絵
本
審
査
会                              

▽
期
日　
　

月
３
日
（
日
）

１０

▽
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

※
参
加
者
に
は
記
念
品
が
あ
り
ま
す
。

　

会
場
ま
で
は
、
保
護
者
で
送
迎
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　

生
涯
学
習
課
公

民
館
係��
２
０
０
５　
��

４
２
４
８

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会 �
�
�
�
 

健
康
な
お
や
つ
作
り

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
は
、

手
作
り
お
や
つ
の
教
室
の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
火
）

１４

●
時
間　

午
前
９
時　

分
〜

３０

●
場
所　

総
合
会
館
（
市
役
所
向
か

い
）

●
メ
ニ
ュ
ー　

ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
ゼ
リ
ー
、
ミ
ル
ク
グ

リ
ー
ン
テ
ィ
ー

●
受
講
料　

大
人
１
人
２
５
０
円

●
定
員　
　

家
族
（
先
着
順
）

２０

●
申
込
期
間　

８
月　

日
（
月
）
〜

２３

９
月
３
日
（
金
）

※
託
児
も
あ
り
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　

健
康
増
進
課

瀬田住宅
（瀬田）

広眺ケ丘住宅
（広見）

募　集
住宅名

中層耐火構造
３階建て３ LDK

中層耐火構造
４階建て３ LDK

種　類

平成１２年度平成３年度
建　設
年　度

最高５４，６００円最高４９，２００円家　賃

１１戸　数

内　容期　日

天然イコール安全か？
実験：バターを作ろう、人造い

くらを作ろう

９月２１日
（火）

１回

ノンカロリーはカロリーゼロ？
実験：お酒に強い度チェック

９月２８日
（火）

２回

健康食品とフードファディズム
実験：むし歯になりやすさ度チ

ェック

１０月５日
（火）

３回

かにＮＰＯセンターを知っていますか？
かにＮＰＯセンターは、公益活動を行っている市民団体や個人

の皆さんに活動・交流の場を提供するために「可児市ＮＰＯ協会」が

管理運営しています。センターは、ＪＲ可児駅西側の総合会館分

室にあります。ぜひ利用してください。

人材バンクを設立します
かにＮＰＯセンターは、ＮＰＯ活動を可児市のまちづくり活動

へつなげていくために「人材バンク」を設立します。

○まちづくりのために自分はこんな仕事ができる

○仕事で養ってきた能力・技術をまちづくりの活動に生かしたい

○自分たちの活動を地域に還元していきたい

　そういう思いを持っている皆さんは、ぜひ「人材バンク」に登録

してください。登録をすると、かにＮＰＯセンターに、人材を紹介

してほしいという問い合わせがあったときに、登録している人の

中から、ふさわしい人を紹介します。

事務局スタッフ募集
かにＮＰＯセンターは、事務局スタッフとして勤務できる人を

募集します。

●勤務日　年末年始を除く毎日（シフト制）
●勤務時間　午前９時～午後１時３０分または午後１時３０分～午後
６時の２交替制

●勤務地　かにＮＰＯセンター（ＪＲ可児駅西）
●仕事内容　センターの窓口応対、一般事務、経理事務

●資格など　①ＮＰＯ・ボランティア・市民公益活動に関心を持ち、

前向きで明るく対応できる人　②文書作成、表計算などのパソ

コン操作ができる人　③経理事務の経験がある人

●賃金　時給７００円（休日割増無し）

●募集人数　若干名

●応募方法　履歴書をかにＮＰＯセンターに提出する

●応募締切　８月３１日（火）

●問合先　同センター　��１２２２　��１２５０　電子メール knc@kani-npo.gr.jp
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私
立
保
育
園 �
�
�
�
�
�
�
�
�
 

保
育
士
を
募
集

　

市
は
、
保
育
士
を
募
集
し
ま
す
。

●
勤
務
先　

土
田
保
育
園

●
勤
務
期
間　

９
月
１
日
（
水
）
〜

　

平
成　

年
３
月　

日
（
木
）

１７

３１

●
勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午

３０

　

後
５
時
（
早
番
・
遅
番
も
あ
り
）

●
募
集
人
数　

１
人

●
資
格　

保
育
士
資
格

●
申
込
方
法　

可
児
パ
ー
ト
セ
ン
タ

　

ー
な
ど
で
も
ら
っ
た
紹
介
状
、
履

　

歴
書
、
資
格
の
写
し
を
提
出

●
申
込
締
切　

８
月　

日
（
木
）

２６

●
申
込
・
問
合
先　

こ
ど
も
課

�
木
曽
川
う
か
い �
�
�
�
�
�
�
�
 

「 
鵜 
飼
   

」
さ
ん
を
招
待

う 

か
い

犬
山
市
は
、
市
制　

周
年
を
記
念

５０

し
て
、「
鵜
飼
」
さ
ん
を
木
曽
川
う
か

い
に
招
待
し
ま
す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
火
）

１４

●
応
募
資
格　

可
児
市
、
犬
山
市
、

美
濃
加
茂
市
、
各
務
原
市
、
坂
祝

町
に
在
住
で
、
姓
が
「
鵜
飼
」
の

人
●
定
員　

８
組　

人
（
抽
選
）

１６

●
応
募
方
法　

必
ず
２
人
１
組
で
電

話
で
申
し
込
む
（
１
世
帯
２
人
ま

で
１
回
の
み
有
効
）

●
申
込
・
問
合
先　

犬
山
市
観
光
交

流
課　
�
０
５
６
８�
１
０
０
０

県
社
会
福
祉
協
議
会 �
�
�
�
�
�
 

福
祉
の
仕
事
の
説
明
会

岐
阜
県
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
福

祉
の
仕
事
に
就
き
た
い
人
や
関
心
の

あ
る
人
の
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
土
）

１１

●
時
間　

午
後
零
時　

分
〜
４
時　

３０

３０

　

分
●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
内
容　

○
福
祉
新
時
代
に
求
め
ら

れ
る
援
助
者
の
心
構
え　

○
福
祉

の
現
場
で
必
要
と
さ
れ
る
人
材
と

は　

○
希
望
す
る
福
祉
の
仕
事
を

学
び
、
や
り
た
い
仕
事
の
職
種
を

み
つ
け
よ
う
（
個
別
相
談
も
あ
り
）

●
申
込
・
問
合
先　

同
協
議
会　

福

祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー　
�
０

５
８
（
２
７
６
）
２
５
１
０　
�

０
５
８
（
２
７
６
）
２
５
７
１

県
下
一
斉
子
ど
も
の
人
権
相
談 �
�
 

悩
み
事
は
相
談
を

岐
阜
地
方
法
務
局
は
、
い
じ
め
、

体
罰
、
虐
待
な
ど
、
打
ち
明
け
る
こ

と
の
で
き
な
い
悩
み
を
抱
え
て
い
る

人
の
た
め
に
、「
県
下
一
斉
子
ど
も

の
人
権
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日　

８
月　

日
（
木
）

２６

●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

●
場
所　

岐
阜
地
方
法
務
局
（
岐
阜

市
金
竜
町
）

●
相
談
・
問
合
先　

○
同
局
人
権
擁

護
課�
０
５
８
（
２
４
５
）
３
１

８
１　

○
同
局
美
濃
加
茂
支
局

（
美
濃
加
茂
市
本
郷
町
）��
２
４

０
０　

○
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

番�
０
５
８
（
２
４
０
）
５
５
１

０
可
児
市
・
兼
山
町
合
併
協
議
会 �
�
 

第
３
回
協
議
会
を
開
催

　

可
児
市
・
兼
山
町
合
併
協
議
会
は
、

第
３
回
協
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

９
月
２
日
（
木
）

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜

３０

●
場
所　

総
合
会
館
（
市
役
所
向
か

い
）

●
問
合
先　

同
協
議
会
事
務
局
（
総

合
政
策
課
内
）

市
立
保
育
園
園
庭
で
遊
ぼ
う �
�
�
 

園
庭
を
開
放

　

市
立
保
育
園
は
、
９
月
の
園
庭
開

放
「
ゆ
う
ゆ
う
広
場
」
を
行
い
ま
す
。

●
期
日　

○
久
々
利
保
育
園
＝
９
月

３
日
（
金
）　

○
土
田
保
育
園
＝
９

月
７
日
（
火
）　

○
め
ぐ
み
保
育

園
＝
９
月
２
日
（
木
）
雨
天
中
止

●
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

３０

１１

３０

分
※
９
月　

日
（
土
）
は
各
園
と
も
運

１８

動
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
問
合
先　

各
保
育
園（
久
々
利�

�
１
５
１
２
、土
田��
８
３
１

８
、め
ぐ
み��
３
９
３
２
）

           移動図書館
ひまわり号巡回予定表

時　間場　　　所月　日

１：３０～２：００土 田 渡 公 民 館

９／１
（水）

２：１０～２：５０土 田 連 絡 所

３：００～３：３０土 田 東 山 公 民 館

３：４５～４：２０今 渡 台 集 会 所 付 近

２：１０～２：４０ＪＡめぐみの塩河出張所
３
（金） ３：００～３：３０緑 三 丁 目 公 園

３：４５～４：２０虹ケ丘はなのき公園

１：３０～２：００ＪＡめぐみの川合支店

７
（火）

２：１０～２：４０今 渡 連 絡 所

２：５５～３：２０平 牧 連 絡 所

３：４０～４：２０渕 之 上 公 園

２：１０～２：４０愛岐ケ丘五丁目公園
８
（水） ２：５０～３：３０愛 岐 ケ 丘 中 央 公 園

３：４５～４：３０春 里 小 学 校

２：１０～２：５０春 里 連 絡 所
１０
（金） ３：００～３：４０光 陽 台 四 丁 目 公 園

３：５０～４：３０西 可 児 中 学 校

９月のごみ・リサイクル資源収集日

陶磁器類
ガラス類
瓶資源
紙容器

収    集    地    区

―８（水）
中恵土・下恵土・禅台寺・徳野南・
平貝戸・明智・石森・石井

―２（木）今渡・土田

―１３（月）
菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・
若葉台・虹ケ丘

―９（木）
東帷子・愛岐ケ丘・長坂・
光陽台・長洞・帷子新町

４（土）１５（水）
川合・川合北・谷迫間・清水ケ丘・
日本ランド・美里ケ丘・坂戸・矢戸・
塩・塩河・室原・坂戸台

１１（土）７（火）
久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・
羽生ケ丘・瀬田・柿田・しらさぎ・
渕之上

１８（土）３（金）
下切・北姫ニュータウン・
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・広見

２５（土）１０（金）
桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・小滝苑・
柿下・大森・松伏・大森台・星見台

９月のガレキ処分場（大森・福寿苑南）利用日
１２日（日）・２６日（日）受付：午前９時～午後４時３０分

８月２６日（木）、３１日（火）午後６時１０分から、岐阜放送「あなたの街から～可児市」で可児市の市政
（夏休み親と子の市政見学バスの模様）が放映されます。ぜひご覧ください。
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ポリオ

●対象者　投与日を基準として、生
後３カ月から９０カ月までの乳幼児
で、未投与者と１回投与済者　

母子健康手帳交付
●期日　 毎週金曜日　 ●受付時
間　９時１５分～９時３０分　●場所　保
健センター

こども相談
●期日　８月２６日（木）　●受付時
間　９時～１０時３０分　●場所　保健
センター　●対象者　乳幼児を持つ人
※育児に関する相談に応じます。

乳児健康診査・ツベルクリン
●期日　９月８日（水）　 ●受付時
間　１時～１時１５分　●場所　保健
センター　●対象者　１６年４月１６
日～３０日生まれ　※判定・BCG
接種は、ツベルクリンを受けて４８
時間後に行います。

献血
●期日と受付時間と場所　○８月２９
日（日）１０時～４時＝ヨシヅヤ可児店
（下恵土）　○９月２日（木）１時～
４時＝すたみな太郎可児店（中恵土）
　
こども歯みがき相談
●期日と対象者　○８月２７日（金）
＝１４年４月生まれ　○９月３日（金）
＝１４年５月生まれ　●受付時間　１
時２０分～２時　●場所　保健センタ
ー　●内容　歯科健診、歯こう染め
出し、ブラッシング指導、おやつ指
導　●持ち物　母子手帳、エプロン、
タオル、歯ブラシ、手鏡、コップ
●申込先　健康増進課（前日までに）

あこがれママ教室

●場所　保健センター　●内容　○３
課＝臨月からお産、乳房の手当て
○２課＝妊婦体操（運動のできる服
装、飲み物を持参）、歯の衛生（歯ブ
ラシ、手鏡、コップを持参）　○１
課＝妊娠中の生活と栄養（試食）

３種・２種混合（初回・追加）

●対象者　 生後５カ月以上９０カ月
未満　○３種＝百日ぜきにかかった
ことのない子（３～８週間の間隔で３
回接種）　○２種＝百日ぜきにかか
ったことのある子（４～６週間の間隔
で２回接種）　※初回終了後１年～
１年半の間隔で追加接種を受けてく
ださい。

７カ月児相談
●期日　９月７日（火）　●受付時間
９時～１０時３０分　●場所　保健セン
ター　●対象者　１６年１月生まれ

離乳食相談
●期日　９月８日（水）　●受付時間
２時～２時１５分　●場所　保健センタ
ー　●対象者　離乳期の乳児を持つ人
　　　　
１歳６カ月児健康診査
●期日と対象者　○９月１日（水）
＝１５年１月１６日～３１日生まれ　○９
月７日（火）＝１５年２月１日～１５日生
まれ　●受付時間　１時～１時１５分
●場所　保健センター

国税の出張相談
●期日　８月２６日（木）、９月９日（木）
●時間　１０時～３時　●場所　市役
所１階相談室　●問合先　税務課

人権・困りごと相談
●期日　９月１０日（金）　●時間　１
時～４時　●場所　図書館本館（広
見）　●問合先　まちづくり推進課

行政相談
●期日　９月１０日（金）　●時間　１
時～４時　●場所　市役所１階相談
室　●問合先　総務課

生涯楽習相談
●期日　９月４日（土）　●場所　広
見公民館ゆとりピア　●時間　１時～
４時　※子どもボランティア相談も
受け付けます。　●問合先　生涯学習課

心配ごと相談
●期日　毎週火曜日　●時間　１時～４
時　●場所　福祉センター（今渡）　●問
合先　市社会福祉協議会　��１５５５

法律相談
●期日　９月３日（金）　●時間　１
時～４時（受け付けは２時まで）
●場所　福祉センター　●問合先　ま
ちづくり推進課

景観相談
●期日　建築意匠＝９月７日（火）　●時
間　２時～４時　●場所　市役所１
階相談室　●申込方法　都市計画課
へ電話で予約する　●問合先　同課

住宅（建築）相談
●期日　９月３日（金）　●時間　１
時～４時　●場所　市役所１階相談
室　※耐震、住宅性能表示制度、保証
制度の相談も受け付けます。　●問合
先　建築指導課

ことば・発達相談
●日時　平日の３時３０分～４時３０分
に電話で受け付け、予約　●場所
養護訓練センター（可児警察署西）
●申込・問合先　同センター　��
０２５５

男女共同参画・法律相談
●期日　９月１１日（土）　●時間　３
時～５時　●場所　文化創造センタ
ー（下恵土）　●相談員　女性の弁
護士　●申込方法　総合政策課へ電
話で予約する　●申込開始日　９月
６日（月）　※主に女性の人権に関す
る悩みや問題（離婚、相続、金銭貸
借、雇用問題、女性や子どもへの暴
力など）について、ご相談ください。
●問合先　同課

男女共同参画・交流サロン
●期日　９月４日（土）　●時間　１時
３０分～４時３０分　●場所　文化創造
センター　●問合先　総合政策課

場　所受付時間期　日

保健センター１時３０分
～２時３０分

９／３
（金）

帷子公民館２時～
２時３０分

９
（木）

場　所受付時間期　日
総合会館(市役
所向かい )

１時３０分
～２時３０分

８／２６
（木）

春里公民館２時～
２時３０分

９／２
（木）

時　間期　日
９時２０分

～９時３０分
８／２７
（金）３課

９時１０分
～９時２０分

９／３
（金）１課

９時２０分
～９時３０分

１０
（金）２課

乳児健診・１歳６カ月児健診・３歳児健診と保健センターで行われる予防接種の番号札は、午前８時３０分から受付に用意しています。
番号札を利用する場合は、母子健康手帳を持参の上、お越しください。                    　　　　　　　　　　　 ●問合先　健康増進課


